
○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
三
回
目
接
種
の
実
施
に
当
た

り
、
予
約
時
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
人

員
体
制
の
強
化
を
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
予
約
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
な
ど
、

予
約
や
接
種
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
市
医
師
会
と
協
議

し
な
が
ら
体
制
を
構
築
し
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
方
針
や
取
り
扱
い
の
変

更
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
、

引
き
続
き
各
関
係
者
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
策
や
備
え
に
努

め
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

○
第
十
三
回
い
わ
き
サ
ン
シ
ャ

　イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

　
二
月
二
十
七
日
㈰
に
第
九
回

大
会
以
来
と
な
る
開
催
を
予
定

し
て
い
る
第
十
三
回
い
わ
き
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い

て
、
今
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

定
員
を
減
ら
し
、
競
技
種
目
を

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
限
定
す
る
な

ど
、
規
模
を
縮
小
す
る
と
と
も

に
、
今
大
会
で
は
、
ウ
エ
ー
ブ

ス
タ
ー
ト
を
採
用
し
密
を
避
け

る
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
大
会

と
な
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て
行

う
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
一
般
エ
ン
ト
リ
ー
が
受
け
付

け
開
始
か
ら
わ
ず
か
二
日
で
定

員
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国

の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
今
大
会
へ

の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
た
と

述
べ
ま
し
た
。

○
い
わ
き
市
体
育
施
設
条
例
及

　び
い
わ
き
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　セ
ン
タ
ー
条
例
の
改
正
に
つ

　い
て

　
南
部
ア
リ
ー
ナ
な
ど
十
七
施

設
の
照
明
を
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明

に
更
新
す
る
こ
と
に
伴
い
、
電

気
料
金
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、

地
域
体
育
館
電
気
使
用
料
な
ど

の
金
額
を
引
き
下
げ
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同

　意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
宮
澤
美
智
子
（
再
任
）

○
公
平
委
員
会
委
員
選
任
の
同

　意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
佐
久
間
一
枝
（
再
任
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　委
員
選
任
の
同
意
を
求
め
る

　こ
と
に
つ
い
て

・
中
野
由
香
利
（
新
任
）

・
河
合
真
智
子
（
新
任
）
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集
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市
議
会
12
月
定
例
会
を
開
催

市
議
会
12
月
定
例
会
を
開
催

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

主
な
議
案

主
な
議
案

　い
わ
き
市
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
二
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
で
は
「
い
わ
き
市
体
育
施
設
条
例
及
び
い
わ
き
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
」
の
改
正
な
ど
の

ほ
か
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
二
十
二
議
案
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

主な補正予算

行政報告をする内田市長

第９回大会のいわきサンシャインマラソン

▶子育て世帯への臨時特別給付金＝45億
　149万６千円
▶新型コロナウイルスワクチン接種対策
　等費＝９億6,163万７千円
▶放課後児童クラブ利用料減免事業費＝
　3,850万５千円

　いわき市議会１月臨時会が、１月14日に
開催されました。今回の議会では、令和３
年度国補正予算（第１号）の成立に伴い措
置すべき経費など、一般会計として総額53
億5,284万９千円に上る補正予算が審議さ
れ、原案のとおり可決されました。

市議会１月臨時会を開催

＊１　ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）　デジタル技術などの浸透が、人々の生活をあらゆ
　　　る面で良い方向に変革していく概念
＊２　ＰＤＣＡ　計画（Plan）、実行（Do）、評価（Check）、対策・改善（Act）の頭文字を取った
　　　もので業務管理の継続的な改善方法

ト
ピ
ッ
ク
ス
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市行政DX戦略を策定
～ウェブでつながるデジタル行政～

○お問い合わせ
　情報政策課情報化推進係
　☎22－1172

　市は、行政におけるＤＸ（＊１）を着実に進め、新たな社会に的確
に対応していくための重点戦略として、令和３年度から７年度までの
５年間を対象期間とする「市行政ＤＸ戦略」を策定しました。
　同戦略では、昨年３月に策定した「市ＩＣＴ利活用社会推進計画」
を踏まえ、３つの視点から市民サービスや業務の変革を行い、中期的
な目標達成に向けた取り組みを進めていきます。

　市民の皆さんの利便性向上のため、新た
に介護に関する４手続きのオンライン申請
を始めました。その他の手続きについても、
順次オンライン化を進めていきます。
○オンライン申請を開始する手続き
・居宅（介護予防）サービス計画作成（変
　更）依頼の届け出
・介護保険負担割合証の再交付申請
・被保険者証の再交付申請
・高額介護（予防）サービス費の支給申請
○申請方法
　市ホームページの「電子申請」からアク
セスしてください。

視点１ 視点２ 視点３
①市民ファーストで利便性
　を向上
　行かなくてもいい市役所、
便利な市役所を目指す。
▶主な取り組み
・行政手続きのオンライン
　化を推進
・キャッシュレス決済を導
　入

オンライン申請を拡充 デジタル技術を活用した持続可能な地
域社会の推進に関する連携協定を締結

②便利で効率が良いワークスタイ
　ルの実現
　より質の高い政策立案を進め、
市民目線の新たな価値を創造する。
▶主な取り組み
・業務のデジタル化、ペーパーレ
　スを推進
・住民票などを取り扱う基幹系業
　務システムを標準・共通化

③庁内カルチャーの変革
　ＤＸの推進により業務プ
ロセスやサービスの変革を
加速させ、施策のＰＤＣＡ
（＊２）を高速化させる。
▶主な取り組み
・職員研修の充実、情報部
　門の支援機能強化による
　ＤＸを推進

３つの視点 UPDATE!!

第１弾

　市は、12月22日に、一般社団法人SDGsデ
ジタル社会推進機構と同協定を締結しました。
　同協定に基づき、デジタル技術を活用した
地域課題の解決のため、持続可能な地域社会
の実現に向
けた基盤強
化やスマー
トモビリテ
ィ・スマー
ト物流の推
進などに、
連携・協力
しながら取
り組んでい
きます。

全国に先駆け同機構と連携協定
を締結



○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
事
業
推
進
係

　
☎
27
・
８
５
７
５

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
外
出
す
る
機
会
が

減
り
、
日
常
的
に
動
か
な
い
生

活
が
続
く
と
、
フ
レ
イ
ル
に
な

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
健
康
な
状

態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
段

階
で
、
体
力
や
抵
抗
力
が
低
下

し
て
い
る
虚
弱
状
態
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
が
進
む

と
、
病
気
が
重
症
化
し
や
す
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
現
在
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
栄
養
・
身
体
活
動
・

社
会
参
加
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
気
を
付
け
て
、
日
頃
か
ら
意

識
し
て
体
を
動
か
し
、
健
康
長

寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

２
月
は
フ
レ
イ
ル
予
防
強
化
月
間
、
２
月
１
日
は
フ
レ
イ
ル
の
日

小
ま
め
に
動
い
て
フ
レ
イ
ル
予
防

ト
ピ
ッ
ク
ス
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紺綬褒章
▷東洋システム株式会社＝常磐西郷町
　同褒章は、公益のために多額の私財を
寄附した個人・団体に授与されるもので
す。令和３年３月に、小型動力ポンプ付
積載車２台を本市へ寄附した功績がたた
えられました。

□この半年間で２～３㎏の体重減
　少があった
□以前と比べて歩く速度が遅く
　なったと感じる
□週１回以上何も運動をしていな
　い
□ペットボトルのふたが開けにく
　くなった
□ここ２週間訳もなく疲れた感じ
　がする

○診断結果
・３個以上該当する方はフレイル
　の可能性あり
・１～２個該当する方はフレイル
　予備軍の可能性あり

フレイルチェックまずは

フレイル予防の３つのポイント

　１日３食、バランスの良い食
事を心掛け、タンパク質が多く
含まれる食品をしっかり取りま
しょう。市と株式会社マルトが
共同で、タンパク質を豊富に含
んだお弁当を企画しました。今
月末まで、
勿来駅前
店を除く
市内各店
で販売し
ています。

　自宅でできる簡単な運動を行
い、今より10分多く体を動かし
ましょう。一人でもできる市シ
ルバーリハビリ体操の動画を市
公式ユーチューブで公開してい
ます。ぜひ、活用してください。

　趣味やボランティアな
どで人と交流しましょう。
外出が困難な場合は電話
やＳＮＳを活用しましょ
う。

栄養 身体活動

社会参加

point

1
point

２

point

３

ト
ピ
ッ
ク
ス
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まちづくり活動や
人材育成を支援

○まち・未来創造支援事業

○明日をひらく人づくり事業
▶対象　①将来のまちづくりを担う青少年を育成するための事業　②まちづくりを担う人材を育成
　するための事業　③自治会・町内会などの運営を担う人材を育成するための事業
▶補助額　補助対象経費の２分の１以内
▶上限　50万円
▶補助回数　３回まで
○案内（共通）
▶申し込み方法　同課、各支所、中央台・泉市民サービスセンターに事前相談の上、申請書など
　（市ホームページからも入手可）を提出
▶申込期限　２月28日㈪

　まちづくりのための取り組みや地域課題解決のための活動を支援する「まち・未来創造支援事
業」と、まちづくりを担う人材育成を支援する「明日をひらく人づくり事業」の対象となる、市民
活動団体やまちづくり団体等が行う事業などを募集します。

＊重点テーマ
　①地域支えあい×withコロナ社会　②地域防災力向上×コミュニティ活動促進　③中山間地域
　振興×移住促進

○お問い合わせ
　地域振興課地域振興係
　☎22－7414

事業名 
新たな公益的活動を始めようと
する団体の事業 

補助対象経費の
５分の４以内 スタートアップ

地域の課題解決のために行う市
民活動
 

地域資源を活用した整備事業
 

ソフト 補助対象経費の
３分の２以内 

ハード
補助対象経費の
４分の３以内 

実績のある事業をさらに拡充・
発展させ、各種団体から賛同・
協力を得ながら企画・運営する
事業 

グレードアップ

ＮＰＯ法人格の認証手続きに係
る活動などＮＰＯ法人設立支援事業

補助対象経費の
２分の１以内 

補助対象経費の
５分の４以内 

補助対象経費の
５分の４以内 

ソフト 【重点テーマ
（＊）に合致する事業】

対象 補助額 上限

20万円 ３回まで

100万円 ３回まで

500万円 １回まで

20万円 １回まで

150万円 ３回まで

補助回数

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業


